
6きらりと光る　まち　日野町

『
助
け
る
こ
と
し
か
、
頭
に
な
か
っ
た
』

勇
気
あ
る
行
動
に
感
謝
状
　
高
校
生
が
側
溝
転
落
の
高
齢
者
を
救
出

　
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局
か

ら
、
下
榎
の
袴
田
翔
太
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
の
11
月
27
日
午
後
6
時
10
分

ご
ろ
、
米
子
市
米
原
で
発
生
し
た
高
齢
者
の
側

溝
転
落
事
故
に
お
い
て
、
通
り
か
か
っ
た
袴
田

さ
ん
が
救
出
活
動
を
行
い
、
生
命
の
危
機
を

救
っ
た
行
為
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
1
月
12
日
、
米
子
消
防
署
（
米
子
市
富
士
見

町
）
で
行
わ
れ
た
感
謝
状
贈
呈
式
に
は
、
翔
太

さ
ん
と
父
の
清
さ
ん
が
出
席
。
武
本
和
之
米
子

消
防
署
長
が
感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
翔
太
さ
ん
は
「
学
校
帰
り
に
自
転
車
で
走
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、『
助
け
て
』
と
声
が
し
て
見

て
み
る
と
お
ば
あ
さ
ん
が
倒
れ
て
い
ま
し
た
。

見
つ
け
た
瞬
間
は
〝
ヤ
バ
イ
！
〟
と
思
い
、
頭

の
中
は
真
っ
白
。
家
ま
で
送
り
、
救
急
車
を
呼

び
ま
し
た
。
命
を
救
え
て
良
か
っ
た
で
す
。
感

謝
状
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
」

と
、
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
父
の
清
さ
ん
は「
話
し
を
聞
い
て
、よ
く
や
っ

た
と
思
い
ま
す
。
相
手
の
方
も
軽
傷
で
良
か
っ

た
で
す
。
助
け
た
時
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
将

来
に
生
か
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
を
見

せ
ま
し
た
。

　
今
回
の
行
為
に
つ
い
て
武
本
米
子
消
防
署
長

は
「
人
気
の
な
い
場
所
で
、
発
見
が
遅
れ
れ
ば

命
の
危
険
が
あ
っ
た
。
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
。

救
急
車
に
乗
る
ま
で
立
ち
会
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
未
成
年
の
救
助
事
例
は
少
な
い
。
人
と
か

か
わ
ろ
う
と
し
な
い
世
の
中
に
な
っ
て
は
い
け

な
い
と
思
う
。
現
在
も
行
っ
て
い
る
が
、
今
後

も
学
校
と
連
携
し
、
応
急
救
護
の
講
習
を
継
続

し
た
い
」
と
、
若
者
の
力
に
期
待
し
ま
し
た
。

武本米子消防署長から感謝状を受ける袴田さん（右）【米子消防署にて】

袴は
か
ま
だ田

翔し
ょ
う
た太

さ
ん
（
下
榎
）

感謝状を手に笑顔を見せる袴田さん（左）

と武本米子消防署長

▼

発見が遅れたら生命が危

険でした。この勇気ある

行動は、若者の模範とな

ります。
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いざという時のために！  江府消防署から対処方法を聞きました。

「まずは落ち着いてください」と話す飯塚さん

気温が低い冬は、早い発見がないと命にかかわります。
症状の判断に迷ったら、119 番通報してください。

江府消防署　救急救命士　飯
い い づ か

塚博
ひ ろ し

史さん

●負傷者や急病人を発見した時、どのように対処したらよいでしょうか
　命を守り救う知識と手法に『救急蘇

そ せ い

生法』があ
り、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を用いた電気
ショックや、胸骨圧迫と人工呼吸を行う心肺蘇生
法など、命を守り救う処置を『一次救命処置』、
一般的な傷の手当など最小限の手当を『応急手当』
と言います。
　まず、傷病者を発見した時は、自分の身の安全
を確保しましょう。落ち着くことが大切です。道
路に急に飛び出すなど、自分が事故に遭わないよ
うにしてください。それから、呼びかけに反応す
るか確かめます。反応がある場合は、応急手当な

どを行い、反応がない場合は、速やかに救急車を
呼んでください。
　救急車を呼んだら、到着するまで現場を離れな
いようお願いします。発見した時の状況を聞きま
す。搬送する病院を選ぶための重要な情報です。
　皆さんは、一次救命処置などの救急蘇生法の実
施、あるいは指令員の指導に従い、救急車の到着
を待ってください。
　また、これらの行為は一人では行えないことが
ありますので、大きな声で周りに協力者を求める
勇気を出しましょう。

●携帯電話で 119 番通報する場合、注意することはありますか
　固定電話などから通報した場合、消防本部では
通報地点の確認が行えますが、携帯電話では行え
ません。救急車が向かう場所が分かるよう、詳し
くお話ください。
　住所が分かる場合は住所を、そうでない場合は
目標となる建物や看板などの目印を指令員に伝え
てください。慌てず落ち着いて、ゆっくりと伝え
ましょう。

　江府消防署では、自治会や団体などで計画され
る救急蘇生法の講習会に出かけて、指導を行いま
す。いざという時のために、知識と手法を身に着
けておくことが大切です。
　救急蘇生法は、可能な限り年 1回の受講が望
ましいと思います。日程調整を行いますので、い
つでも気軽にご相談ください。

救命蘇生法などお問い合わせ先は、

江府消防署 救急係（電話 77 ‐ 2001）まで

●救急蘇生法を学びたい場合は、
　どこに問い合わせたらよいですか


